
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教科に関する調査の状況について 

 

教
科 

国語 算数 

成
果 

○「情報の扱い方に関する事項」、「書くこと」、

「読むこと」の内容で全国の平均正答率を上回

った。特に「書くこと」の内容の平均正答率に

ついては、昨年度と比較して改善傾向にある。

また、記述式の問題においても正答率が全国平

均を上回った。 

○「情報の扱い方に関する事項」の内容において、

原因と結果など情報と情報との関係について

理解する力が定着している。 

○伴って変わる二つの数量について、表から

変化の特徴を読み取り、表の中の知りたい

数を求めることができるかをみる問題にお

いて茨城県の平均正答率を上回った。 

○高さが等しい三角形について、底辺と面積

の関係を基に面積の大小を判断し、その理

由を言葉や数を用いて記述できるかどうか

をみる問題において、全国の平均正答率を

上回った。 

課
題 

●「言葉の特徴や使い方に関する事項」、「話すこ

と・聞くこと」の内容における平均正答率が全

国の正答率を下回った。また、選択式の問題に

おいても正答率が全国平均を下回った。 

●日常よく使われる敬語を理解することや、必要

なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたい

ことや自分が聞きたいことの中心を捉えるこ

と、目的や意図に応じ話の内容を捉え、話し手

の考えと比較しながら自分の考えをまとめる

ことに課題がある。 

●「数と計算、図形、変化と関係」の領域にお

いて、正答率が全国より大きく落ち込んで

いる問題がある。また、評価の観点において

は、「知識・技能」の正答率が全国と比較し

て落ち込みが大きい。 

●長文による問題や記述による回答を求める

問題、求め方と答えを式や言葉を使って書

く問題、正答が複数ある選択問題など、思考

力・表現力を問われる問題において、課題が

見られた。 

改
善
策 

◎地域の方々に学区内の歴史についてインタビ

ューするといった、具体的な目的や相手を想定

した場面を設定し、相手と自分との関係を意識

させながら尊敬語や謙譲語などの役割や必要

性を考え、実践できる学習活動を充実させる。 

◎聞きたいことについて予め質問事項を決めて

おくだけでなく、「さらに詳しく聞く」、「自分

の理解が正しいかどうかを相手に確かめる」

等、質問のグッドモデルを示す。また、話し手

の話の柱部分や聞きたいことの中心を意識し

てメモするといった活動を取り入れ、実際に校

外学習等で実践できる場を設定する。 

◎計算技能の定着にあたっては、「なぜこう

なるのか」という計算の仕組みとその理由

について十分に納得した上で反復練習に取

り組む。また、情報の整理の仕方や抜けの

ない記述方法等を確認する。 

◎「本当にそれで合っている？」等、答えを吟

味する活動を取り入れることで、与えられ

た条件と結果を比較して考える力を育てる

とともに、児童の考えを聞き、「その説明ど

おりだと、こうなるのかな？」等、教師が意

図的に間違えることで、説明に必要な条件

が何か思考する力を育てる。 

小学校等 第６学年 

令和５年度全国学力・学習状況調査結果の概要 

■令和５年４月１８日実施（小・中・義務教育学校全校実施） 

■実施教科 小学校等 … 国語 算数 

中学校等 … 国語 数学 英語 



 

教
科 

国語 数学 英語 

成
果 

○「書くこと」「言葉の特徴や使

い方に関する事項」以外の内

容で全国の平均正答率を上回

った。また、「選択式」の問題

の正答率も、全国の平均正答

率を上回っている。 

○「我が国の言語文化に関する

事項」の内容において、古典

における歴史的仮名遣いを現

代仮名遣いに直して読む力が

定着している。 

○与えられた条件のもと、決め

られた数を代入した時の結果

を求める問題において、多く

の生徒が問題場面における考

察の対象を明確に捉えること

ができた。 

○数と整式の乗法の計算ができ

るかどうかをみる問題におい

て、多くの生徒が正答できた。 

○ほぼすべての問題において、

無答率が全国より低い。 

○問題形式では、「記述式」の問

題の平均正答率が全国の平均

正答率を上回った。「書くこ

と」の領域における無答率は

全国より低い。 

〇社会的な話題に関して読んだ

ことについて、考えとその理

由を書くことができるかどう

かをみる問題における平均正

答率が、全国、県の平均正答

率を上回った。 

課
題 

●「書くこと」「言葉の特徴や使

い方に関する事項」の内容に

おける平均正答率が、全国の

平均正答率を下回った。 

●読み手の立場に立って叙述の

仕方などを確かめて、文章を

整えることや、自分の考えが

伝わる文章になるように、根

拠を明確にして書くこと、文

脈に即して漢字を正しく書く

ことに課題がある。 

●「図形」「データの活用」の領

域で落ち込みが大きい。 

●自然数や反比例、累積度数、

空間における平面決定の意味

理解など、基礎的・基本的な

知識・技能に課題がある。 

●三角形の合同を基にして、あ

る事柄が成り立つことを証明

することや長文を読み解き筋

道を立てて、必要な事柄を読

み取ることに課題がある。 

●「聞くこと」の領域において、

平均正答率の全国、県との差

が大きい。情報を正確に聞き

取ることや必要な情報を聞き

取ること、短い説明の要点を

捉えることに課題がある。 

●「書くこと」の平均正答率が

全国と同様に低い。文法事項

や言語の働きを理解し正確に

書くことやまとまりのある文

章を書くことに課題がある。 

改
善
策 

◎書いた文章について、読み手

の立場で推敲するとともに、

推敲する前後の文章を比較

し、書き換えた理由や意図を

説明し、伝えようとすること

が十分に表現されているかを

確かめる活動を充実させる。 

◎漢字について、単語レベルで

の習熟を図るだけでなく、既

習の漢字を文中で適切に書く

必然性のある短文作りや意見

文の作成等の書く活動を重視

する。また、文脈に即して漢

字を書く活動を意図的・計画

的に設定する。 

◎「０」の発見と関連付けて自

然数を指導することにより、

「ない」ことを数で表すこと

の有用性や十進位取り記数法

の有用性を実感させるなど、

学ぶ意義や価値について十分

に気付ける場を確保する。 

◎平行な２本の材木や垂直な２

本の材木には壁や屋根を載せ

られるが、ねじれの位置にあ

る材木には壁や屋根を載せら

れないなど、実生活と関連付

けて数学を学ぶことができる

ように、単元構成や授業づく

りを工夫する。 

◎「聞くこと」を通して内容を

理解する活動を日常的に繰り

返し、語と語の連結による音

変化も含め、自然な口調で話

される英語に数多く触れさせ

て、自ら発音できるようにす

る機会を意図的に設定する。 

◎「書くこと」について、適切

な中間指導やフィードバック

を行ったり、書いた英文を読

み返して正しく伝わる英文か

どうかを確かめ誤りに気付い

たりして、修正を加えながら

正確さを高めていく活動を短

時間で繰り返し行う。 

中学校等 第３学年 



２ 質問紙調査の状況について 
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日立市 全国

家庭学習の課題（宿題）として、どの程度PC･タブレッ

トなどのICT機器を使用して、英語の音声を聞いたり英

語を話す練習をしたりしていますか。（児童生徒質問

紙）※週１回程度以上と回答した児童生徒
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前学年までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなど

のＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか。（児童

生徒質問紙） ※週３回以上と回答した児童生徒

朝食を毎日食べている児童生徒の割合及び人が困っているときは進んで助
けている児童生徒の割合は、全国の割合よりも高い。 生活習慣、規範意識 
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朝食を毎日食べていますか。（児童生徒質問紙）
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人が困っているときは、進んで助けていますか。

（児童生徒質問紙）

家で自分で計画を立てて勉強をしている児童生徒及び学級活動における学
級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んで
いる児童生徒の割合は、全国の割合よりも高い。 

学習･生活への取組 
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家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

（児童生徒質問紙）
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学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分

が努力すべきことを決めて取り組んでいますか。

（児童生徒質問紙）

中学校等においては授業でＩＣＴ機器を活用して学習したと考える生徒の
割合は、全国の割合よりも高い。また、家庭学習の課題としてＩＣＴ機器
を英語学習に使用している児童生徒の割合は、全国の割合よりも高い。 

ＩＣＴの活用 

学力向上のために 

１ 質問と正答率との関係  朝食を食べている児童生徒及び家で自分で計画を立てて勉強をして

いる児童生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。 

２ 課題  情報活用能力を「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け、その育成を図るとともに、 

ＩＣＴ機器を効果的に活用して授業を展開する。 

３ 改善のポイント 

「誰にでも出番のある全員参加型の授業」により個別最適な学びの実現を図るとともに、これ

までの教育実践とＩＣＴのベストミックスを図り、ＩＣＴを活用した学習を充実させる。 


